
国土強靱化 民間の取組事例 356    普及啓発・人材育成 

 

社会貢献をする！ ▶普及啓発・人材育成 20レジリエンス教育を行っている例 

356 キャンプから、災害時に生き抜く力を学ぶ 

取組主体 法人番号 事業者の種類（業種） 実施地域 
NPO法人プラス・アーツ 4120005010904 その他防災関連事業者

（教育，学習支援業） 
兵庫県 

1 取組の概要 

 たくましく生き抜く力を楽しみながら身につける 

 「便利で快適」な暮らしの中にいる子どもたちに、災害時の過酷な環境で生き抜く根本的な力

を身に付けてもらうためにはどうすればいいのか。NPO法人プラス・アーツは、東日本大震災

の教訓を踏まえ、キャンプを通じ、災害時や避難時の生活術を身につける避難生活体験プログ

ラム（レッドサバイバルキャンプ）を開発した。 

 アウトドアの様々な技や知識は災害時にも応用でき、また限られた資源と環境の中で過ごすキ

ャンプ場では、「疑似避難生活」も体験できる。救急救命の方法やロープの結び方、火の起こし

方等を学び、災害時に生き抜くサバイバルの技を身に付けることができるプログラム内容とな

っている。 

 神戸市内では、社会人や学生等の多くのボランティアが活動を支え、メンバー同士でキャンプ

をしてスキルを磨きながら、平成 23年以降、毎年開催している。平成 24年～26年度は福島

県いわき市で、市教育委員会や公民館等と連携して実施し、のべ 600人の小学生が参加してい

る。そのほか、宮城県や静岡県、京都府、鹿児島県、タイ、チリでも実施し、広がりをみせて

いる。 

 

 

 

▲タイのチェンライで開催した時の様子。水害
の際に役立つ身近な素材を使った、レインブ
ーツづくりの様子。（チェンライ） 

▲小学校の PTAが主体となっておこなう「レッ
ドベアサバイバルキャンプ in 五箇小学校
（京丹後市） 
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2 取組の特徴（特色、はじめたきっかけ、狙い、工夫した点、苦労した点） 

 楽しいだけではなく、防災の知識や技をしっかり伝える 
 アウトドアの知識や技に加えて、阪神・淡路大震災の教訓をもとに同法人がこれまで考え出し

た楽しく学べる防災体験プログラムを組み合わせたり、オリエンテーリング（復習ゲーム）の
システムを取り入れるなど、楽しみながらも、災害時の備えをしっかりと身につけることがで
きるような内容となっている。 

地域の防災キャンプ（訓練）を楽しくする仕掛けを導入 
 レッドベアサバイバルキャンプでは、技をマスターするとその技をデザインした缶バッジがも

らえるという仕掛けを取り入れている。バッジは、「たくましさ」と「二つのソウゾウリョク（想
像力と創造力）」を身に付けたことを認められた証であり、子どもたちのやる気と積極性を刺激
するアイテムである。こうした仕掛けが「楽しさ」の演出に大きな効果を上げている。 

 

事前にプログラムレクチャーや企画ワークショップを開催し、地域での継続的な開催を支援 

 平成 24年にいわき市でスタートした「レッドベアいわき防災キャンプ」では、地域の人たちが

中心となってキャンプを継続実施するよう、地域の住民やボランティア団体、行政を対象とし

た事前レクチャーやワークショップを開催している。プラス・アーツがいつまでも関わるので

はなく、地域の方にキャンプのシステムやプログラムの実施方法といったノウハウを伝えるこ

とで、地元での自立開催を支援している。 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

▲ 地元住民を対象とした企画検討会議の様子 ▲事前研修会の様子 

▲ レッドベアサバイバルキャンプの仕組 
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3 取組の平時における利活用の状況 

  レッドベアサバイバルキャンプの取組を地域に拡げていくため、キャンプイベントの企画・運

営を中心に活動するサークル「レッドベアサバイバルキャンプクラブ」を発足し、継続的に活動

を実施している。 

 単なるイベントに終わらせず、継続的な活動とすることで、サバイバル体験自体を日常的な楽

しみとして考えるキャンプサークル活動の輪が拡大している。 

4 取組の国土強靱化の推進への効果 

  1泊 2日の避難生活体験キャンプでは、限られた道具や材料を使って工夫する”2つのソウゾウ

リョク（創造力と想像力）”を養い、災害時等の非常時の状況でも柔軟に対応し判断できる人材

を育成する。 

5 防災・減災以外の効果 

  キャンプで共同生活をおこなう中で、助けあい・協力する事の大切さを学ぶことができる。ま

た、開催地の地域団体同士が連携して実施運営する事により、地域の中での関わり合いが増え、

地域コミュニティの向上につながる。 

6 現状の課題・今後の展開など 

  同法人では、今後も、この防災キャンプの仕組を神戸だけでなく他地域に広めることにより、担

い手を増やし、活動をさらに展開させることを目標としている。 

 現状の課題としては、「レッドベアサバイバルキャンプクラブ」を神戸で発足し、継続的にサー

クル活動を実施しているが、プラス・アーツが事務局として関わっていることで継続できてい

るのが現状である。今後は体制や運営方法を見直し、所属するクラブメンバーが主体的に関わ

る場づくりが必要である。 

7 周囲の声 

  東日本大震災を受け、防災をテーマとした宿泊体験や防災体験プログラムを通して、子どもた

ちに災害時等の困難な状況においても、自ら考え助け合い、生き抜くための知識や体験等の “生

きる力”を育成することを目的に平成 24 年度より事業を開始した。また、地域や学校と協力し

ながら事業を実施することで、地域防災力の向上、防災教育の推進を図るとともに、地域の絆づ

くりにつなげていくことも目的としている。（地方公共団体） 
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